意図せず業績をあげる起業家たちの社会学

－宮城県仙台第二高等学校を事例として－
The sociology of entrepreneurs who got unintended achievements
:A case study of Sendaidaini high school:
テーマ：文化のまとまりとゆらぎ　　　　　　　　　　　　　　　　教養学部地域構想学科
指導教員：金菱　清　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0658132　菅原　英祐
１．問題意識

　近年，社会ネットワークがもたらす利益としての社会関係資本の観点が注目されている。佐藤は社会関係資本の重要性について「社会に存在する『個人や集団間のネットワーク』さらにはそうした社会関係のなかに存在する『信頼』や『規範』といった「目に見えないモノ」に着目し，これらが社会の成長，発展，開発にとって有用な『資本』なのだ」といっている（佐藤 2001：ⅲ）。
　本研究では，こうした社会関係資本が生成される日本に特有の組織としての同窓会に注目した。とりわけ地方エリート校の同窓会が地域において行う活動を扱う。こうした同窓会の活動について，黄（1999）は福岡県の進学校である修猷館高校に焦点を当てて，学校文化や同窓生のネットワークが学校に及ぼす影響などについての研究を行った。その中で,社会関係資本を生成するとされる構造的隙間論，ネットワーク閉鎖論(Burt，2001＝2006)を用い同窓生ネットワークを類型化し分析を行った。構造的隙間論とはネットワークの隙間を媒介することによって社会関係資本を生成するというものである。これに対して，ネットワーク閉鎖論とは閉鎖的なネットワークの中で社会関係資本が生成されるというものである。それらを用い，修猷館高校の同窓生のみの同窓会活動か，同窓生以外にも開かれたネットワークを用いた活動かを分析した。

　福岡県修猷館高校では，高校時代の同窓生が衆議院選挙に当選したということで，同期の同窓生たちで「ガメニ会」というものまでつくった。さらに，同期生が今回で最後の出馬だとなったら，その会だけに収まらず，同窓生の先輩，後輩，約3万人に声掛けを行ったりすることが示された（黄 2007）。

そこで，本論文では福岡県修猷館高校との比較から仙台第二高等学校の同窓生たちのネットワークの類型にはどのようなものがあるのか分析を行う。また，本論文では，社会関係資本の機能だけでなく，それが生成されるメカニズムを解明し，時系列分析も行う。
　
２．研究方法

　①聞き取り調査
対象：仙台二高同窓会代表世話人

時期：12月7，16，20日

視点：勉強会によって外部に広がるネットワークや利益について

　調査対象校は仙台駅から西約3キロに位置し，宮城県美術館の向かいにある高校である。外部の人から見れば，異様に感じる仙台二高ならではの伝統と長い歴史があった。その中でも特徴的なのが応援団の存在である。毎年，全校生徒が一致団結してテレビ中継も行われる仙台一・二高定期戦の応援を行っていた。
　そのような高校生活の中でアイデンティティを確立し，卒業後に同窓会活動に参加していた。仙台二高の概要については第2章で理解した。
②文献研究
文献：菊池昭典，1995，『アサノ課長が知事になれた理由』岩波書店．

視点：浅野前宮城県知事をとりまくネットワークの変化について
仙台二高出身で前宮城県知事の浅野史郎の選挙出馬前と出馬後の彼をとりまくネットワークの変化について文献調査を行った。
３．仙台二高同窓会の概要
同窓会といっても様々な組織があり，その組織ごとの活動意図があり，実際の活動がある。一般的な同期だけの飲み会を行う各会期の同窓会，学校を卒業後，強制的に参加させられる資金提供などを行う同窓会，各OB会，職域の同窓会，各地域に存在する同窓会が存在した。それぞれどのような活動を行っているのかを第3章では理解した。
４．同窓生ネットワークの類型

　社会関係資本の生成と機能を分析するための「構造的隙間論」，「ネットワーク閉鎖論」(Burt 2001＝2006)を紹介・検討した。先にも述べたが，構造的隙間論とはネットワークの隙間を媒介することによって社会関係資本を生成するというものである。これに対して，ネットワーク閉鎖論とは閉鎖的なネットワークの中で社会関係資本が生成されるというものである。それらを用いて研究を行った黄順姫の福岡県修猷館高校の事例を紹介した。
修猷館高校の同窓生だけの閉鎖的な同窓会なのか，同窓生以外の一般の人たちにも開放的な同窓会の組織なのか。また，それぞれの活動は個人的な趣味や遊びの活動を行っているのか，社会に影響を及ぼすような活動を行っているのか。これらの観点から同窓会の組織を4つに類型化し分析を行った。
　黄の結論によると，それぞれの場面に応じて，ネットワークを使い分けて，ネットワークを維持しているということだった（黄 2006）。
５．宮城県仙台第二高等学校の事例

　仙台二高でも，修猷館高校のようにたくさんの組織，活動が存在した。しかし，修猷館高校と異なる事例が存在した。その中から興味深い活動を行っていた前宮城県知事浅野史郎の選挙活動の事例と毎年定期に行われている例会（勉強会）というものの二つにしぼって分析を行った。
　浅野前知事は，厚生省の役人時代に福祉に尽力し人脈をつくった。選挙活動の際に，その福祉ネットワークと仙台二高同期会のイッパチ会ネットワークを活用し，選挙に当選した。ここでのイッパチ会がネットワーク閉鎖論に当てはまり，福祉行政に対しては，自らがネットワークの隙間を媒介しネットワークを活用する構造的隙間論が成り立っていた。そのネットワークの形成過程をここでは時系列で明らかにした。選挙活動中の決起集会や福祉フォーラムなどから次々とネットワークが形成されていった。
　また，仙台二高同窓生のみで行われている勉強会というものを聞き取り調査から発見した。そこでは，仙台二高出身者の優れた業績を上げた社長や研究者などが講師となり，同窓生向けに講義を行っていた。同窓生のみの活動に思われたが，実はそこから外部に広がるネットワークというものが存在していた。その勉強会でも，仙台二高同窓生たちは，閉鎖的なネットワークと外部に開かれた開放的なネットワークをその場面ごとにうまく使い分けていることがわかった。このように双方のネットワークをうまく活用し最大の業績をあげている人物のことをバートは起業家と呼んでいた（Burt 2001=2006）。その起業家たちがまさに仙台二高同窓生たちだった。
　
６．結論 

修猷館高校ではきれいに4つに類型化できたが，第五章の事例から，仙台二高では1つの事例の中で閉鎖的であり，開放的である双方のネットワークの活用がみられた。その理由として考えられたのが，どちらの場合も同窓会本部がそれぞれの活動に関わらないという，目的意識の欠如だった。目的意識の欠如から，変に縛られない同窓会活動を行うことによって，仙台二高の同窓生たちの自由なネットワーク形成が促進されていた。
　目的意識の欠如からの自由なネットワーク形成から，仙台二高の同窓生たちは目的に応じてネットワーク閉鎖論と構造的隙間論を活用していた。それにより，バートのいう最大の業績(Burt 2001=2006)をあげる存在になっていた。浅野前知事は福祉と同窓生ネットワークの活用から業績をあげ，勉強会参加者である企業の社長たちは，別な業種の社長である同窓生のネットワークとそこから広がる新しいネットワークの活用から業績をあげていた。それにより，仙台二高同窓生たちは意図せず業績をあげる起業家となっていた。
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